説明書
ソフトウェア名：STL_Deployser
開発：UniPersonal Studio

何ができるソフトウェアなの？
円柱形状のモデルのSTLファイルから，周方向に切り開かれた展開図を作成することができます．
展開図を作成するサンプルとなるSTLファイルを同梱しております(sample_Ascii.stl ，sample_Binary.stl)．
以下の説明とともに動作を確認ください．

開発経緯（作者は，何のためにこのソフトウェアを作ったの？）
仕事でトーテムポール状の3Dモデルを含むSTLファイルから，3Dモデルの模様を平面に投影したデータを作成する必要がありました．
単純に円柱体を切り開くだけで良いのであるから，そのようなソフトウェアがあるだろうと探したところ，全く見つからなかったので，作成しました．

具体的にできる処理
円柱体上のSTLファイルから以下のSTLファイルを作成することができます．
１．R-θ-Z座標変換
円柱体における周方向の「角度位置」を保ったまま切り開かれたSTLファイルを作成することができます．
この変換方法では，径方向の大きさが凹凸として表されます．
ボルトなど，径方向の大きさが異なるモデルについても，変換後のデータでは周方向の位置が同じになることに注意してください．

２．展開
円柱体における「径方向位置」を保ったまま周方向に切り開かれたSTLファイルを作成することができます．
この変換方法では，径方向の大きさが幅方向の長さとして表されます．
径方向の大きさについては，周方向に保たれますが，変換後のデータには凹凸がなくなることに注意してください．


[bookmark: _GoBack]使い方
１．変換対象のSTLファイルのデータを用意してください．
２．変換対象のSTLファイルのデータを
[image: ]
ここにドラッグアンドドロップして，ファイルパスを入力してください．手入力しても構いません．
３．変換後のファイル名を自動入力されたものと違う名称にしたい場合には，
[image: ]に入力してください．
４．変換対象のSTLファイルのデータ形式を
[image: ]から選択してください．ここで選択を間違えると，変なデータが作られます．
５．展開時の中心軸を
[image: ]から選択してください．ここで選択を間違えると，変なデータが作られます．
６．変換の処理形式を
[image: ]から選択してください．
７．「変換」ボタン
[image: ]をクリックしてください．
８．完了を知らせる旨
[image: ]が表示されたら，変換完了です．

注意事項
本ソフトウェアでは，入力するファイル形式としては，アスキー形式，バイナリ形式のいずれも扱えますが，出力データ形式は，アスキー形式のみです．

その他免責事項など
著作権について：
全ての著作権は作者に帰属します．

ソフトウェアの再頒布，修正，複製について：
本ソフトウェアは再頒布，修正，複製において全て許可します．
ただし，設定・説明の代行を行うことはできません．

ソフトウェアを使用したことによる損害への保証などについて：
本ソフトウェアを使用したことによるいかなる損害・障害その他不具合について，作者は一切の責任を負いません．
また作者環境による動作検証は行っていますが，動作保証はできかねます．

更新履歴
2022/12/31　Ver. 1.0.0	とりあえず公開

作者への連絡先
E-mail:3znqh7+ STL_Deployser@gmail.com
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